


単位出力0.65W/cm ERP型放電管の開発

UVインキ＆ニスに含有された重合開始剤と増感剤の光吸収
特性（文献グラフ）に適した放電管として開発。

従来の紫外線照射率14％程度しか変換出来ない効率を大凡
90％紫外線照射効率達成し、尚且つ熱抑止を考慮したランプ
の開発従事した処、蛍光灯程度の電力でインキの硬化性に適
した波長320nm＆360nm単一波長に光変換する電子放射物
遷移元素を放電管に塗布含浸焼結することで光電効果に因り
光子変換を可能にした。

インキ膜圧が厚く重なる場合、素子とインキ表層の膜圧3μｍ
以上となりインキ表層には硬化膜が発生するが直後に実施さ
れる剥離密着度試験では極めて硬化膜形成が比弱で弱いた
め、浸透力を増幅するランプの開発が課題となった。



単位出力30W/cm OMT型放電管の開発

• 浸透力の有る波長365nm～450nm範囲で強度値目安50ｍ
W/cm目標に開発に至った迄、アーク放電限界値の壁が有り、
試行苦行の中、発光管長300mmランプ電力200V以下電流
6．7A実行値総電力1kw放電管の試作開発をした。単位当
たり30W/cm以下で160W/cm出力と比較検証した結果365
～436nm域のUV強度値は160Wの場合で73.6mW/cm、
30W/cmで53.6mW/cmを検証した。

此の経過を以て、従来未乾燥であった印刷物も剥離するこ
となく硬化する状況に有ります。








